






























































のところ、同 7年（1874）の第 21号までが確認されている（毎年第 1号から始まる）。
本紙前後に同名の新聞が発行されているが、他社によるもので無関係である。



























































































































水曜日 解剖学教授 外来病者診察 右同断
木曜日 解剖学教授 産婆術・諸病看護法 右同断
金曜日 解剖学教授 外来病者診察 右同断
















































































































































































































































































































同 17 年（1884）10 月 6 日
作成の「知恩院全境内建物方位縮図」（『下京寺院明細帳』知恩院。京都府立京都学・



























梁間 10間 2尺の建物で 6室からなる。集会堂は千畳敷と言われる大堂で、同年 3月
10日から 80日間にわたり第 1回京都博覧会の会場にもなった。用向きが何であった
かは不明だが、仮療病院開業の一助となったことは確かである。また、同 6年 3月 12
日には良正院および隣接する先求院は、南禅寺方丈とともに、療病院非常手当所となっ






















































『京都新報』11月 1日付（第 18号）によれば、この日は新暦 12月 1日に当たり日
曜日であった。そして、「本日晴　寒暖計四十九度」と記す。気温は華氏表記だから、
摂氏では 9.4度になる。寸法は毎号まちまちだが、およそタテ 29×ヨコ40センチ前後、
1部の定価は 1銭 5厘であった。そば 1杯が 0.5銭～ 1銭の時代であったので、現在
では 1000円位の感覚であろう。
川井氏はヨンケルの宿舎に関して、現地で聞き取り調査をするなど精緻な考証をお
こなっており、その点は色あせることがない。宿舎近くと思しき場所、御池大橋西詰
北側に建てられた「療病院址」の石碑は、川井氏の筆になる。余談ながら、川井氏は
本学教授を定年退職後、自宅で胃腸科の医院を開業された。北野天満宮の社人でもあっ
た川井家の邸宅は、室町時代に起源を持ち、江戸時代中期・後期に改造されている。
町家建築として貴重な遺構であった。しかし、平成 30年（2018）8月、惜しくも解
体されて、現在は更地になっている。やむを得ない事情があったことと思うが、遺憾
の極みである。
＊本論文に関して、開示すべき利益相反関連事項はない。
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